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57　　　　 母乳 分泌予備能 の 判定 を 目的 とした

メ ト ク ロ プ ラ ミ ド（MCP ）負荷テ ス トの 検討

58
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【目的 】MCP 負荷に よ る 母体 の プ ロ ラ ク チ ン

（PRL ）分泌 予 備能 の 判定が ， 産褥期の 母 乳分泌 状

況を反 映 し得 る か ど うか検討 し た 。 【方法 】初産

婦64 例 を対象 として， 妊娠 36週お よび 産褥 3 日目

に MCP 　10　ngを 静注投与 し ， 投与前 ， 投与30
，
60

分後の 血 中 PRL 値を測 定 した 。 採 血 は午 前 10〜12

時の 間に 留置針 よ り無侵襲 に 行い
， 採血 前は 2 時

間以上 乳房に 対す る刺激を避け る よ う配慮 した 。

各症例を産褥 1 か 月後 まで 経過観察 し ， そ の 間 の

母乳分泌 が 良好で ほぼ母乳 の み で哺育可能 であ っ

た 症 例 （母 乳群）
，

母 乳分泌 不 良 で 人 工 栄養 を併

用 した症例 （混 合群） に retrospective に 分類し て

2 群間で比 較検討 した 。 妊 娠 ， 分娩 ， 産褥期 間 中

に 何 らか の 合併症 が発生 し た 症 例は 除外 し
， 最終

的 に母 乳群 26 例 ， 混合群 19 例の 計 45 例 に つ い て

検討 した 。 【成績】  妊娠 36 週で は ，
MCP 負荷前 ，

30
，
60 分後で 血中 PRL 値は それ ぞれ ， 母乳群 ：

231．4± 77．8 ，492．5±146 。7，380 ．3±105 。6　，混 合君羊：

246 ．3±85．6 ，　557．6 ±153．2 ，
427．7士 139．2ng ／m6 と ，

い ずれ も混合群で 高値を と る 傾 向が み られ た 。  

産褥 3 日 目で は同様に それ ぞれ ， 母乳群 ： 280，0

士 104 ．3 ，
432 ．1± 196 ．6 ，320 ．4 ± 146 ．3 ，混合群 ：

274．5±127．7，　587 ユ ± 202．9，384 ．3± 179 ．3ng 力昭

と， 混 合群 の 方が 30 分後 に有意に 高値 を示 した

（P く 0 ．02 ）。 【結 論 】母 乳群 で は通 常 で も 下

垂体が らの PRL 分泌が亢進 し
’
て い る ため ， リザ

ーブ が乏 し くな り， そ の 結果 MCP 負荷に 低反応

を示 したもの と考 え られた 。 また MCP 負荷 に よ

る PRL 分泌 パ タ
ー

ン をみ る こ とに よ り， 妊娠 末

期， 産褥 初期か らそ の 症例 の 産褥期母 乳分泌 予備

能が推測可能で あ る こ と が示 唆され た 。

〔目 的 〕産 褥 期 に お け る 卵巣 機 能 の 回復 機 序 に つ

い て は 明 ら か で な い 点 が 多い。そ こ で 以 下 の 実 験

を 行 ？ た 。〔方 法 〕1）正 常 産褥婦 人 約 100 名 を対

象 と し た。分娩後経 日 的 に 血 中 FSH、］田 、　PrOges −

terone （P4）、　EstradiQ1 （E2 ）、　Pro ユactin （PRL ）、

ユ7α
一
〇HP4 （ユワP4）を R工A 法 に よ つ て 測 定 し た 。 2）

産褥 10 日 目 の 授乳 褥 婦 （A 群 4 名）、 30 日 目 の

授 乳 褥 婦 （B 群 5 名 ）、乳 汁 分 泌抑 制 の た め OB −

154 を 投一与 し た 産 褥 10 日 目褥婦 （O 群 4 名）、30 日

目 褥 婦 （D 群 5 名）、の 4 群 にっ き、そ れ ぞ れ にH鵬 1

（150 工U） を 2 日 間投 毎 し、投与 前 後 の 血 中 ホ ル

モ ン 値 を 測 定 し た 。 〔成績 〕（1｝産 褥 日数 とホ ル モ ン

値 の 変 化 ；  FSH は 産 褥 6 日 目 に 比 し 30 日 目 （

ユユ ．87 士O ．98 皿 珂 ／me ）で は有意 に 上 昇 し、一方 LH

は 60 日 目 に 上 昇傾向 （IV ．ユ3 ± 4 ．84 皿 工U／
’
nd）を 示

し た が Ez は 低 値 （ユ7 ．04 ± 1 ．6ユ pg ／祕 ）で あ つ た。

PfL 値は 6 日 目で 2V4 ．14 ± 矼 ，2 （Msan ± S．E．）30 日

lOl 。07 ± 41 ．88 、60 日 59 ．43 ± 27 ．7　nY ／nt と高値

を示 した 。   血中 PEIL値と E2値 の 間に負 の 相 関を認

め た 。 （2 ）IIMG投与実験  CB一ユ54 投与群 （C 、D 群 ）で

は 非投与群 （A 、B 群1に比 しPRL 値は 10 日 目 30 日 目

で 各 々 有 意 に低 下 し E2 値 は 上昇 した 。  HMG 投与 に

よ り A 群 で は E2 値は 前値に比 し 149 ．9± 19 ．4 ％、B群

ユ96 ，3 ± 76 ．2 ％（Mean 土 S ．E ．）と上昇 した が有意差は

み られ な い 。 C 群 で は E2 値 の 上 昇率 は 150 ±」4＄6で あb
D 群 は283 ±49 ％と有意 に上 昇 した 。   ユ7P4 値は HMa 投与

によ つ て C 群 （ユ28 ±1 ．4 ％）．D 群（2ユ7土39 ％）で 各 々 有意

な上 昇 を 示 した が A 群 B 群で は変化 は み られ な か つ た 。

〔結論 〕産 褥期 の 卵巣機能はP釉 に よつ て 卵巣が 直 接抑

制を受 け て い る こ とが ゴ ナ ド b ロ ピ ン 及 び E2 、17P 缶 PRL

値 の 産 褥 期 の 動 態 及 び CB −154 投与 下 の HMG 刺 激 試 験

に よ つ て 明 らか に な つ た 。
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